
飼料用とうもろこしの栽培技術向上による自給飼料安定生産
飼料用とうもろこしの安定生産に向けた栽培管理改善

（課題番号１１）
◆活動年次：令和７年度
◆対 象：日高西部支所管内飼料用とうもろこし調査農業者（平取町・日高町３１戸）
◆目標事項：栽植密度改善農家（０戸→１戸）
◆到達度合：栽植密度改善農家（０戸→１戸）100％

１ 課題の背景

２ 活動の経過

①栽植密度実証展示ほの設置
◇農業者の慣行栽培である１０ａあたり 7,000 本に加えて 7,500 本、8,000 本に
増やした区を設定した実証展示ほを設置（熟期：105日クラス）

②生育期間・収穫前調査
◇は種後約 20日・50日、収穫前に生育調査・収量調査を実施

↑生育状況（８月） ↑収量調査（９月）

←は種後 50日生育調査（６月）

③農業者への報告提案
◇経過・結果を展示ほ設置農業者へ報告し、今後の対策を提案
他の西部支所管内農業者３戸にも収量調査時に情報提供を実施
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３ 活動の成果

４ 残された問題点と今後の対応

① 7,500本/10aの栽植密度が収量性が高いことを確認！

生重量・ＴＤＮ収量とも 7,500 本区が最大（グラフ上数値は 7,000 本区を 100 とした指数）

7,500本区は 8,000本区と草丈は
同じだが着穂高が低い→倒伏リスクは
8,000本区より低い

②経済性の試算でも 7,500本/10a区が高い！

栽植密度が 500 本/10a 増えると約
300 円増えるが、収量の増加でカバ
ーでき、差引試算は 7,000 本区より
7,500本区の方が約 23,000円増加

（TDN 収益は、圧ぺんとうもろこしの
価格から試算）

③農業者の反応

当地区での 105日クラスでは、7,500本/10aの収量性が最も
高く経済性も優れると考えられる

・現行の本数より増やした7,500本区がよさそう
・次年度は全面的に栽植密度を7,500本で設定してみる
・今年は強風もなく倒伏は少なかったが、倒伏リスクを詳しく知りたい
・複数年の結果を踏まえて検討したい

・現行の7,000本区より7,500本に栽植密度
を高めた方が収量性は高まる
・8,000本にすると１本重が軽くなりやや
収量が低下した
・栽植密度が高くなると草丈・着穂高が高
まり耐倒伏性は低下

○強風時を想定した詳細な倒伏リスク検討 → 茎径・茎強度の調査
○単年度のみの結果では判断しにくい → 次年度以降の継続的調査


